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今回のお話

１ 近年の教育界の動向について

２ 授業改善について：思考力、課題解決学習

３ カリキュラム・マネジメントについて

４ 体つくり運動について

５ 体育理論について

近年の教育界の動向

令和4年度入学生から始まった学習指導要領

現3年生は、新しい学習指導要領の教育課程
の下で学んでいる。

大学でも議論になっている。DX（デジタル・トラ

ンスフォーメーション）による授業改善の実施。
Dにばかり注目がいくが、X（変革）の方が大切
である。

大学では十分に対応できない現実が露わになっ
ている。



現在の状況

１ 学習指導要領に関連して、「カリキュラム・オーバ
ーロード」（カリキュラムの過積載）という問題が議論
され、それに伴い「学習内容の重点化」が話題となっ
た。

２ 令和の日本型学校教育についての見解が示され
ている。

「個別最適な学びと協働的な学び」「ICTの活用」

※「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえる

３ 教育振興基本計画

持続可能な社会の創り手の育成、ウェルビーイング

第15回教育課程企画特別部会における主な意見
(文部科学省HP   登録：平成28年05月)

資質･能力の育成に向けた教育内容の改善･充実

「各教科、各領域の充実は、当然のことながら学校の
キャパにまた負荷を掛けることになってしまう。カリキ
ュラムのオーバーロード問題というのが日本ばかりじ
ゃなくて、国際的な問題でもある。これからアクティブ・
ラーニングや、プロジェクト学習などかなり柔軟性を要
する学習活動を学校の中に入れようとした場合、どう
しても余裕がないとできない。その意味での各教科領
域の充実と同時に、選択化というようなことも議論して
いく必要があるのではないか」

カリキュラム・オーバーロードへの危惧は的中

 前のスライドに見られるように、学習指導要領の改訂
前から一部の有識者によって、資質・能力を軸とすると
、カリキュラム・オーバーロードが問題になると指摘さ
れていた。

 新しい学習指導要領が始まってみると、知識、技能、
思考力・・・と教員が配慮していかなければならないこ
とが多くある。また、多くの教科で指導内容の削減が図
られておらず、現代的な課題に対応する内容が追加さ
れている。

 ICTへの対応、教員不足、配慮を要する生徒への対応

、多様化するニーズ、保護者への対応にも苦慮・・・

OECDの報告書より（２０２０）

カリキュラムの拡充に伴い、全体を調整するこ
となく、新たな社会的な要求に応えようとして新
たな内容を組み込もうとすると、カリキュラム・オ
ーバーロードになる可能性がある。そこには、
内容の過積載(content overlord)、内容が多す
ぎるといった子どもや教師の負担感(perceived 

overload)、カリキュラムの不均衡(curriculum 

imbalance)といった点を含んでいる。（筆者に
よる意訳）



厳しい現実の中で

・あれもこれもと望むことで、結
果的に教職員も子どもも現状に
ついていけない状態が生まれ
ている。

・不登校の子どもや精神疾患を
理由として休職する教職員が増
加している。

・教員になる人が不足している

・子どもや教職員のウェルビー
イングを高める流れとは真逆の
現象が起きている。

学習指導要領の改訂について、議論は始まって
いるものの、その全貌は見えない。告示までは、
最低２～３年はかかる。高校の完全実施までは
まだ遠い。

広がったものを整理し、優先順位や軽重をどの
ようにつけていくか、関連を付けていくかがポイ
ントになる。様々な組織と相談をしながら、何を
重視するか。今の教職員にとって運用可能かど
うか、生徒や地域の実態に合っているかどうかを
検討していく必要がある。

持続可能な教育活動や研究をしていく必要があ
る。これはサボりとは違う。

令和の日本型学校教育

今後の教育の方向性に大きな影響を与えて
いるのが「令和の日本型学校教育」という考
え方である。

この考え方には、様々な考え方が含まれいる
が、最も重要な柱は「個別最適な学びと協働
的な学び」「ICTの活用」の2つである。（細かく
分けると3つ）

指導方法や指導体制の工夫改善により、「個
に応じた指導」の充実を図る。

「指導の個別化」と「学習の個性化」

新たなICT環境の活用、少人数によるきめ細
かな指導体制の整備が求められる

 「孤立した学び」に陥らないよう、探究的な学
習や体験活動等を通じ、生徒同士で、あるい
は多様な他者と協働が必要となる



授業改善について：思考力や課題解決学習

「主体的・対話的で深い学び」の
方針の下での授業改善

資質・能力をバランスよく育成する

「知識及び技能」

「思考力、判断力、表現力等」

「学びに向かう力、人間性等」

授業改善を進める上で

「思考力、判断力」をどうすればよいか。また、
課題解決学習は、どう進めればよいか？

発問の重要さ

適切な「問い」を設定する。

考える力を伸ばしたり、「気づき」を促したり、課
題を発見したりするためには、指導者の側から
投げかけられる「質問（発問・問い）」の工夫が
大切である。

また、生徒の側にも「なぜ～なんだろう？」とい
う自問や課題意識が必要である。

学びの当事者として、自分で問いを持つことが
大切である。

思考を促す発問の工夫

教師による主発問と補助発問を指導内容に対応して、
行う。導入・展開・まとめ等、場面に応じて行う（他教科
と同じ）

１）複数の事例（良い例と悪い例など）を比べて、何が
共通か、良いかを考えさせる問い

「AとBとではどこが同じで、どっちが良いかな？」

２）既習事項と未習事項を関連づけながら学習の転移
に関連する問い

「抱え込み跳びは開脚跳びと、どんなところが同じでど
こが違うかな？」



発問の工夫

３）特定の条件下の動きを考えさせる問い

「ボールを自分のコートに落とさないためにはど
うすれば良いかな？」

4）特定の情報の中から優先順位を決めて選択
を促す問い

「どのような練習を選べば良いだろうか？」

発問は授業のねらいと関連した主発問（中心発問）や補助発問
が大切である。しかも、生徒の意欲や困り感に基づくような発問
が大切である。

人が考えるときのきっかけはどんな時か？

 比較する「AとBはどう違う？」

 選択する「３つの中からどれを選ぶか？」

 順番を決める、順位付けをする「順に並び替える」（大事
な順、演技順・・・）

 分類する（分ける、分解する）

 関連付ける 「前に習ったこととどう違う？」「Aとどこが
関連している？」

 見通す、予想する 「次どうなるか？」

 別の視点から捉える（多面・多角） 「別の見方は？」

 理由付けをする「どうしてそうなっているのか？」

埼玉の小学校の事例

ただ単に「考えなさい」といっても
生徒は考えられない時が多い

 「自分たちで考えなさい」「どうして自分で考えられないの
」というのではなく、具体的に考える場面やどうやって考
えたらよいか、といった考えるための場面や条件を提示
しないと、生徒の考える力は育たない。また習慣化して
いかない。

 「比較、選択、順番決め、分類、関連付け、予想、多面・
多角、理由づけ」といったことを指導者は意識しておき、
その場面を設定することで、思考が発揮されていく。こう
した場面を設定しないと、深い学びの求めることの実現
には至らない。その際、タブレット、学習カード、実際（リ
アル）の演示を用いるとよい。

課題解決学習：学習過程の工夫

＜単元中盤から後半＞

１ 課題発見 個人やグループのつまずきやめあて（問題意識）

「何が問題？どこが問題？何をしてみたい？」

２ その課題の解決のための方法や場を選んだり考えたりする（解
決のための方法を個人やグループで考え、計画する）

「どうすればいい？」

３ 実際に試してみる、運動してみる（実行）

動きながら考える。

４ できたかどうかの確認をし、新たな課題の確認、他の方法の模
索（取り組みに対する評価、知識・技能の確認、新たな課題や方法
）

試行錯誤の連続（課題解決のサイクルを回すことが深い学び）



山形の高校の事例（映像）

１ 課題解決の手順について学ぶ

２ コースごとのポイントの確認

３ ボードに目標を書く

４ 泳いだ後にiPadで撮影をする

５ iPadを使いながら教え合いをする

６ 新たな課題の設定をする

単元の後半に課題解決学習をしている

ただし、こんな疑問が？

「思考力、判断力、表現力等」が大切であると言う
が、そこに時間を割くと、運動をしている時間が少
なく、かえって「技能」「体力」を高めることが難しく
なる。「思考力、判断力、表現力等」と「知識及び技
能」の調整をどうしたよいか？

全国から同じ質問をいただきます。とりわけICTを

使うと運動時間が少なくなる、といったことも話題と
なっています。

こうした問いに対して

・思考や判断は何のために行う必要があるのかを考えて
みる必要があり、毎時間、思考や判断の時間を形式的に
組み込む必要はない。

・基礎的な知識や技能、そして学ぶ習慣や意欲がない状
態だと、思考ができない、あるいは学びが続かない現象が
起きる。

・敢えて大胆な提案をすれば、単元前半（活動の初期）や
徹底して技能や知識に特化し、体を動かしていくこと、活
動を通じて学んでいくことに多くの時間を割いていくことで
も良いかと思う。そこで、教師から生徒に教えることを躊躇
しなくてもよい。生徒とのキャッチボールの中でポイントを
見つけていくことも大切である。

単元後半になって、特定の技を習得するため、ある
いは特定の技の質を高めていくために、ICTを用い
ながら思考の時間を十分に設けても良いかと思う。

また、単元後半になって、生徒の学習状況が見通
せるようになってから、課題解決学習を導入してい
ってはどうでしょうか？

 「思考力、判断力、表現力等」と「知識及び技能」を
バランスよくというのは、簡単なように語られている
が、1回の授業の中にあれもこれも一度に取り組む

と、うまくいかなくなる。そのため、生徒の実態に応
じて単元の中で軽重をつける必要がある。



蛇足
発達障害の児童生徒の対応を主する「放課後デイ・サービス」を運
営する専門家と話しをする機会が多くあります。その方と話してい
ると、大切なことが語られている。学習にうまくついていけない児童
生徒の場合、まずは静態、つまり、様々な要素が入り込まない課
題（シンプルで閉じられた課題、シングルタスク）を大事にし、それ
ができるようになったら、流動的な課題を徐々に提示していくとのこ
と。

これはある意味で、発達障害に限らず、多くの子にも当てはまるも
のかと思います。思考・判断というのは、流動的な課題のような性
質を持っています。また、高い言語能力を求めるものです。そのた
め、最初からそれを強調しすぎると、ついて行けない生徒が増えて
しまう可能性もあります。ただし、ドリル課題のような単純作業をひ
たすらしなさいと言うことではない。シンプルで面白い（技能）課題
を十分に行うことから入ることが大切である、という意味です。

課題解決学習は「直線的に進まない」ということが前提

課題解決学習は、児童生徒にとっても試行錯
誤の連続であり、それを支える教師側にとって
も、一人一人の学びの過程をチェックしたり、修
正したり、課題の選択や修正方法などの学び
方を教えたり、児童生徒同士が対話できるよう
に対話の方法を教えたりと、配慮すべき事項が
多く手間のかかる指導形態である。そのため、
生徒の実態や、教員の力量などを踏まえてい
ないと、うまくいかない。一斉学習の方が効果
的である場合もある。

カリキュラム・マネジメントについて

カリキュラム･マネジメントの経緯
＜経緯＞

 中央教育審議会の中ではじめてカリキュラム・マネジメ
ントの言葉が用いられたのは、2003年10月の中央教

育審議会「初等中等教育における当面の教育課程及
び指導の充実・改善方策について（答申）」である。「教
育課程の開発や経営（カリキュラム・マネジメント）に関
する能力」といった文言で用いられた。

 2008年1月の中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学

校、高等学校、及び特別支援学校の学習指導要領の
改善について（答申）」の中でもカリキュラム・マネジメ
ントについての記述が見られている。



カリキュラム･マネジメントの背景

 2014年3月の育成すべき資質・能力を踏まえた教

育目標･内容と評価の在り方に関する検討会「論点
整理」において、カリキュラム･マネジメントの実質化
が提起された。 （天笠,2020,pp.38-40)

カリキュラム・マネジメントは、20年前から提起された

ものであり、学校の主体的・自律的な取組が求められ
る中で取り上げられるようになった。

現在の学習指導要領の「資質・能力の育成」に関する
論議の中で、さらに注目が集まった。

カリキュラム･マネジメントの背景

天笠によると

「このたび強調されているカリキュラム･マネジメン
トが『学校に基盤を置くカリキュラム開発』『特色あ
る学校づくり』『学校の自主性・自律性』『校長の裁
量権の拡大』など、教育課程の編成にあたって学
校の主体的・自律的な取組の基盤となる一連の教
育哲学や経営哲学の系譜に位置づく」（天笠
,2020,p.38)

としており、学校が主体的・自律的にカリキュラム
を編成、改善していくためにカリキュラム・マネジメ
ントという考え方がある。

総則の記述

「生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，教
育の目的や目標の実現に必要な教育の内容
等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと
，教育課程の実施状況を評価してその改善を
図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的
又は物的な体制を確保するとともにその改善を
図っていくことなどを通して，教育課程に基づき
組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質
の向上を図っていくこと（以下「カリキュラム・マ
ネジメント」という。）に努める」

カリキュラム･マネジメントをまとめると

①教科等横断の視点から内容を組織的に配列すること（以下
、教科等横断）

→ 教科間や教科内で内容の相互関係を促進する

②PDCAサイクルの確立

→ 教育内容の質向上のために、データ等を基にして

教育課程の編成、実施、評価、改善を図る

③人的・物的資源の効果的な組み合わせ

→ 人や物の再配分をする

(参考：NITS独立行政法人教職員支援機構HP)

カリキュラム･マネジメントという言葉の中には、学校経営とい
った大きな視点から各教科等の年間指導計画、単元計画等の
具体的なレベルまでを包含している。



保健体育科におけるカリキュラム・マネジメント

学習指導要領解説には以下の記述がある。
・３年間の見通しをもった年間指導計画の作成

作成に当たっては，「体育」及び「保健」の指導内容の関連を踏ま
えること，（中略）健康安全，体育的行事等との関連について見通
しをもつ。

・生徒の現状に基づいた計画の作成，実施，評価，改善

年間指導計画で配当した単元ごとの指導計画を作成する際，（中
略）生徒の実情，教員数，施設の要件等を踏まえた無理のない計
画に基づく実施とその評価及び計画の改善を一体のものとして推
進する。

・地域の人的・物的資源等の活用

必要に応じて，地域の人的・物的資源等の活用を検討することも
大切である。

このように、保健体育科も全体の総則の方針にあわせ
て、広い視点から授業間の視点まで、多岐にわたって
いる。

ただし、3年間の年間計画を検討する場合であっても、

個別の単元や指導内容の上下前後関係、また、横の
つながりなど、具体を想定しながら検討していく必要が
ある。

保健体育科では、カリキュラム・マネジメントを捉える場
合、「①教科等横断」の視点をベースとしながら、全体
的に無駄や重複がないか、また、敢えて繰り返し教え
定着させるところはどこかなどを考えて、年間計画を見
直す方がよい。

はじめに、具体から全体を見直す。次に全体から具体
を見直す。

なぜ「教科等横断」が話題になるのか？

 現代的な課題への対応

環境教育、情報教育、防災教育、食育等の新たな現代
的な課題への対応が迫られる

 資質･能力の育成「資質・能力の育成」に向けて、複数
の教科や領域等の関連性が求められている。

 指導の一貫性、継続性、効率性、総合性等が求めら
れている。

単一の教科や内容領域の枠を越えて他教科、他領域、
行事等と「横串」「関連付け」となるような考え方が求めら
れている。

「教科等横断」という考え方は、何
を問うているのか？

様々な文脈の中で他教科や隣接領域との関連をはか
ることにより

 各教育活動のシナジーを生み出す

 効率性を高める

 選択と集中をはかる（再配分、再配置）

資質・能力の育成に向けた指導の充実により、子ども
達の学びがさらに豊かになると言う大きなメリットが期
待される。



課題

一方で、本当に関連を図ることで教育の質は
向上するのか、現実的に実施は可能なのかと
いった具体に向けての課題が残る。

さらに言えば、教員の多忙化に拍車がかかる
中で、そこまで考える余裕もなく、かえって非効
率な取り組みになる可能性もある。

課題

カリキュラム･マネジメントといっても単元や授業を想定した場合、様
々な組み合わせがあるため、何を関連付けるかが不明瞭になりが
ちである。

知識･技能のレベルでの関連？ 思考力、判断力、表現力のレベル
での関連？ 評価は？同僚との協働は可能か？

今後、カリキュラム･マネジメントに取り組む場合、具体化していくこ
との難しさに直面する学校は多いと予想している。

関連する矢印をシンプルにし、実践事例の蓄積が必要である。

、

参考
森田ら（2020）の研究によると埼玉県内の小学校体育
主任500名に質問紙調査をしているが、「貴校では、運
動領域と保健領域の関連を図った体育科年間指導計
画になっていると思われますか」という問いに対して、
キャリア段階に関わらず、約３分の１にあたる170人（
約34％）が「はい」、158名（約32％）が「いいえ」と回答
している。また、172名（約34％）が、「わからない」と回
答している。関連させていないという層と関連性そのも
のを十分に理解していない層とをあわせると66％にな
ることを報告している。

具体に向けての困難さを予見させる調査結果

他教科ではこんな声も

たとえば、ある国語科教育学者との会話

「言語活動が、教育活動全体で展開されると、国語の
中で学ぶことと、他教科で学ぶこととが重複するので、
国語の時間が大きく削減されてもおかしくないし、国語
って何を学ぶものか真剣に考えないと」

と心配する声・・・保健体育に置き換えても成り立つ

国語は言語活動の中核であって、国語科の

削減はあり得ない。しかし、他教科でも危機感

を感じる研究者はいる



学習指導要領解説保健体育編（p.16)
セ 体力の向上との関連

体力の向上については，「体つくり運動」，「体育

理論」の指導内容を一部見直し，カリキュラム・マ
ネジメントの視点から保健及び体育・健康に関する
指導等との一層の充実が図られるよう改善した。
また，その他の領域においても，それぞれの運動
の特性や魅力に触れるために必要となる体力を生
徒自らが高められるよう留意することとし，「体力の
高め方」を内容の「（1）知識及び技能」に示した。

体力については、保健、体育理論、実技でも触
れてください、というメッセージ

学習指導要領解説保健体育編（p.186)

（ｳ） 「Ｈ体育理論」の内容に加え，各領域との関連で指導する

ことが効果的な各領域の技術の名称や行い方，課題解決の方
法などの知識については，各領域の「（1）知識及び技能」に示

すこととしている。このことから，体育理論では，主に概念的，
理念的な知識を中心に取り上げ，指導方法の工夫などにより
確実に習得させるようにするとともに，各領域との関連で指導
することが効果的な内容については，各運動に関する領域で
具体的事項を中心に実践的に取り上げ，カリキュラム・マネジ
メントの視点から，運動に関する領域と体育理論を相互に関連
させて学習させることにより，知識の重要性を一層実感できる
ように配慮する必要がある

技術や課題解決学習の進め方は、体育理論で概念を
、実技で具体を教える、というメッセージ

カリキュラム・マネジメントをもっと具体化するには（私見）

「保健と実技」「体つくり運動とその他の実技領域」「体育理
論とその他の実技領域」「実技領域間」「実技と行事」

複雑にしすぎるとほとんどの人が取り組まなくなる。どうす
ればよいか？できるところから始めていく。

①共通する指導内容（知識、課題解決方法、態度等）を特
定する。

②関連性を授業の中でたびたび伝えていく（以前、○○を
習ったよね。それと同じである）

③既習領域の知識を使って、未習領域において活用できる
場面を作る。（既習知識の活用場面・応用場面の設定をす
る）

④年間のカリキュラムを見通して、どの領域を関連付ける
かも検討する。

事例

高校の例

体つくり運動で学んでいる体力の要素につい
て、各運動領域でも関連をはかりながら学ん
でいく。

各運動領域の個別技能の高まりと、体育理
論での技能の上達過程（自動化など）を関連
付け、具体的な技能の状況と理論とをつなげ
ていく

体育理論のところでさらに説明する



事例

小学校の例

保健の学習で「生活習慣病の予防」について、
運動（持久的な運動）の必要性を理解させる。

体つくり運動にて持久的な運動を取り上げ、保
健の学習で学んだことを繰り返し伝える。生活
習慣病の予防と持久走の関連を伝える。

生活習慣病にかかりそうな大人へのアドバイ
スを記述するカードがあり、そこにアドバイスを
記入する。（森田実践）

体つくり運動について

体つくり運動の必要性：生徒の実態から

この１０数年間、運動をする児童生徒としない
児童生徒の二極化の課題が指摘されている。

＜保体の授業を除く1週間の総運動時間で

６０分未満の児童生徒の割合 Ｒ５＞

中学女子の2割～3割は授業時間以外で運動
をしない

小学校5年生 男子 9.0％ 女子 16.2％

中学校2年生 男子 11.3％ 女子 25.1％

中学2年生 R5年



高校段階の重要性

運動に時間を割かない状況がさらに増える

肥満や生活習慣病のリスクとなる

過度なダイエットをする生徒も相変わらずいる

体系的な知識を学べる最後の機会となる生徒も多い

そもそも体力には、運動関連体力（行動体力）と健康関連
体力（防衛体力）の二つがあり、このいずれもが運動習慣
や食習慣などの生活習慣と関連している。生涯にわたっ
て健康な生活を送るためには、体力の維持向上は不可
欠である。その適切な高め方を学齢期に学んでおく必要
がある。

学習指導要領上における体つくり運動系
小学校低中学年の体つくり運動

①多様な動きをつくる運動（遊び） ５つの動き

(1)体のバランスをとる運動

(2)体を移動する運動

(3)用具を操作する運動

(4)力試しの運動

(5)基本的な動きを組み合わせる運動（3/4年）

②体ほぐしの運動

（１）気付き （２）関わり合い

小学校高学年から中学２年まで

①体の動きを高める運動

（１）体の柔らかさ

（２）巧みな動き

（３）力強い動き

（４）動きを持続する能力

（５）組み合わせ（中学校）

②体ほぐしの運動

（１）気付き （２）関わり合い

中学３年から高校１年（入学年次）まで

①実生活に生かす運動の計画

ねらいに応じて、健康の保持増進や調和のと
れた体力の向上を図るための運動の計画を
立て取り組む

（これまでの学習が前提となる）

②体ほぐしの運動

（１）気付き （２）関わり合い



高校２年以降（その次の年次以降）

①実生活に生かす運動の計画

自己のねらいに応じて、健康の保持増進や調
和のとれた体力の向上を図るための継続的
な運動の計画を立て取り組む

（これまでの学習が前提となる）

②体ほぐしの運動

（１）気付き （２）関わり合い

事例紹介：中学3年生女子（1月末～2月上旬）

単元の構成

帯ではなく単元で授業を計画する。前半と後半
の二つに構成する。

※年間7～10時間取り扱うこととなっている

前半の4時間には運動の計画を立てる際に必
要となる体力の高め方について指導をする。

後半の5時間目以降は，運動の計画を立て，そ

の計画にしたがって運動をし，計画を振り返り，
修正していくという「計画→実施→振り返り・修
正」という過程を指導する。

単元前半

この単元では「体の柔らかさを高めるための運
動」では，ボールを使う静的ストレッチと動的スト
レッチとしてのブラジル体操を扱った。

ボールを用いたストレッチは，長座の状態で自分
の周りでボールを転がす運動を扱った。ボール
の大きさが小さい場合にはより柔軟性が求めら
れるようにしている。（負荷の調整をボールの種
類を変えることによってしていく）

ブラジル体操は，授業担当教員が普段から部活
動で取り入れている体操であり，指導しやすいと
考えられたため取り扱った。



単元後半

単元5時間目以降は，運動の計画を立て，そ

の計画にしたがって運動をし，計画を修正し
ていくという「計画→実施→振り返り・修正」と
いう過程を指導した。

その際，生徒自身の体力差を考慮し，また，
授業外において生徒が自己のねらいに応じ
て運動の計画が立てられるようにするため，
この単元では複数のコースを設定した。

①運動不足を解消することを目指すコース（健

康コース）

②日常的に運動することを目指すコース

③部活動などに活かすために体力の向上を目

指すコース（競技力コース）

各コースにおいて，生徒が一人で運動を実施し
ていくのではなく，同じコースを希望する3～4人

のグループを編成し，仲間と意見を交わしなが
らグループで運動の計画を立てることとした。

仲間と計画を立てることにより運動が苦手な
生徒が計画を立てることに積極的に取り組め
るようにしたり，計画を立てたりする作業をお
互いに助け合えるようにしている。

ただし，各運動の負荷については，各生徒の
体力やねらいに応じて個人で設定できるよう
にしている。

学習カード１



学習カード２ 学習カード３

学習カード４（1種目3分×4種類）

東京都の世田谷区での実験授業（映像）

これは複雑すぎて難しいと考える場合、さらに
シンプルな方法で行う

東京都の江東区の実験授業（映像）



体育理論について

年間6時間以上の実施

体育理論の内容 入学年次

１ スポーツの文化的特性や現代のスポーツの
発展について理解する

（ア）スポーツは，人類の歴史とともに始まり，そ
の理念が時代に応じて多様に変容してきている
こと。また，我が国から世界に普及し，発展して
いるスポーツがあること （歴史と発展）

（イ）現代のスポーツは，オリンピックやパラリン
ピック等の国際大会を通して，国際親善や世界
平和に大きな役割を果たし，共生社会の実現
にも寄与していること。また，ドーピングは，フェ
アプレイの精神に反するなど，能力の限界に挑
戦するスポーツの文化的価値を失わせること（
オリパラの価値、光と影）

（ウ）現代のスポーツは，経済的な波及効果が
あり，スポーツ産業が経済の中で大きな影響を
及ぼしていること。また，スポーツの経済的な波
及効果が高まるにつれ，スポーツの高潔さなど
が一層求められること（経済、インテグリティ）

（エ）スポーツを行う際は，スポーツが環境や社
会にもたらす影響を考慮し，多様性への理解や
持続可能な社会の実現に寄与する責任ある行
動が求められること （環境や社会への影響）

6時間あるとはいえ、授業のイメージを持つこと

は難しいといえる。いかに生徒の関心を引き付
け、当事者意識を持たせることが大切になる。
たとえば、以下のような実践を行った。



事例紹介：高校1年生（2019年5月）

１年生の（イ）の内容と関連して、1時間の実践（4
クラス）で実施した。流れは以下のとおりである。

１ ドーピングについて知っていることをあげる（ブ
レインストーミング）

２ ある人物の写真を見せる（この二人の方の関
係は？）

３ ドーピングの定義を学ぶ

ドーピングとは「スポーツにおいて禁止されてい
る物質や方法によって競技能力を高め、意図
的に自分だけが優位に立ち、勝利を得ようとす
る行為」のこと （JADA ホームページより）

４ ドーピングがなせ禁止されているのかにつ
いての理由を学ぶ

１）スポーツの価値を損なう

２）選手の健康を害する

３）社会への悪影響

５ 主なドーピングの方法について学ぶ

・薬物に限定し、ステロイドや利尿薬について

６ アスリートの立場になって議論をする

あなたはトップアスリートです。あなたがオリン
ピックに出場し、メダルをとれば家族の暮らしは
裕福になります。妹や弟は大学に通えるように
なります。信頼している身近なコーチや仲間か
ら「これ飲んでみないか。飲むとメダルに届くか
も」と勧められました。あなたは飲みますか？ど
うしますか？（モラルジレンマの課題）



７ グループでの意見を集約していく

８ 広がるドーピングをどうとめられるか。また、
JADAやWADAの活動を理解する。

どのような知識・内容を教えるのか特定する。

指導者自身が知識（基本的な用語）を理解する。

生徒にとって興味を引く導入や発問を考える。

基礎的な知識を伝える

知識を活用してグループワークや調べ学習をする

意見や調べたことを集約する

体育理論の内容 その次の年次以降

２ 運動やスポーツの効果的な学習の仕方に
ついて理解する

（ｱ）運動やスポーツの技能と体力及びスポーツ
による障害

（ｲ）スポーツの技術と技能及びその変化

（ｳ）運動やスポーツの技能の上達過程

（ｴ）運動やスポーツの活動時の健康・安全の確
保の仕方

（ア）に関連して

指導に際しては，運動に関する領域で「体力の
高め方」を，体つくり運動で「実生活に生かす運
動の計画の行い方」，「体つくり運動の行い方」
，「体力の構成要素」，「実生活への取り入れ方
」などを示しているので，各運動やスポーツに
関する実践的な高め方や体力の構成要素など
については，各運動に関する領域を中心に扱う
こととし，ここでは，体格，体力・運動能力と技
能の関連についての概念の理解に重点を置い
て取り扱うようにする。

（ウ）と関連して

指導に際しては，中学校では「運動観察の方法
」を，高等学校では，「課題解決の方法」を運動
に関する領域に示しているので，自己観察や他
者観察において ICT の有効な活用の仕方等に

ついても触れ，一層実践的に理解ができるよう
配慮することが大切である。



体育理論の内容 その次の年次以降

３ 豊かなスポーツライフの設計の仕方について
理解する

（ｱ）ライフステージにおけるスポーツの楽しみ方

（ｲ）ライフスタイルに応じたスポーツとの関わり方

（ｳ）スポーツ推進のための施策と諸条件

（ｴ）豊かなスポーツライフが広がる未来の社会

体育理論を実施する上での留意点

内容が多岐にわたっているため、全てに触れて
いると表面的な指導に陥りがちである。

教科書を読んで暗記をするといった形式になり
がちである。また、知識の伝達型の学習になる
可能性がある。

発問を大事にし、それに伴ったグループでの話
し合いや調べ学習などの活動が必要となる。そ
のためには、何の知識を教えるのか特定するこ
とと、生徒にとって身近に感じられるもの（映像
、写真、物語等）が必要である。

体育理論を実施する上での留意点

体育理論で扱う技能の内容は、各運動領域の
中で取り上げる技能と重複が見られている。そ
のため、各運動領域では、個別の運動種目にか
かわる具体的な知識を指導し、体育理論では総
合的にまとめた概念的な知識を指導する。

ただし、概念知も具体的な実践場面を想定して
教えないと、生徒には理解できない。たとえば、
次のような場合である。

高校２年生の「２ 運動やスポーツの効果的な
学習の仕方」を指導する際、「（ｳ）運動やスポー
ツの技能の上達過程」において「技能の上達過
程を試行錯誤の段階，意図的な調整の段階及
び自動化の段階の三つに分ける考え方がある
」と説明しても、何のことかわからない。

生徒が運動をしている場面とセットなって教え
ないと理解できない。

ちなみに、大学でもこの理論は「粗形態、精形
態、自動化（再高精形態）」というマイネルの運
動理論として教えるが、子どもの映像を使って、
3つのレベルに分けさせるなどの活動をすると、
学生は覚えやすいと感じる。



まとめ
１ 近年の教育界の動向

「カリキュラム・オーバーロード」「個別最適な学びと協働的な学
び」「教育振興基本計画」「ウェルビーイング」

２ 授業改善についてー思考力、課題解決学習

発問、課題解決の過程

３ カリキュラム・マネジメントとは

共通する指導内容を特定 たびたび伝えていく 活用場面の設定
年間のカリキュラムの検討

４ 体つくり運動について

単元での実施 単元前半は高め方と知識 単元後半は計画・実
施・振り返り

５ 体育理論について

単元での実施 知識の特定 生徒にとって興味を引く導入や発問
知識を活用してグループワークや調べ学習
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